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四半期業績 4Q23 3Q24 4Q24 ΔY/Y 1Q25(F)

売上高 （百万USD） 40,111 40,589 48,385 20.6% 41,467

当期利益 （百万USD） 14,017 15,688 20,838 48.7% --

希薄化後EPS （USD） 5.33 6.03 8.02 50.5% 5.46

四半期配当 （USD） 0.00 0.50 0.50 -- --

通期実績推移(12月期) FY22 FY23 FY24 CAGR FY25(F)

売上高 （百万USD） 116,609 134,902 164,501 18.8% 187,573

売上総利益 (百万USD） 91,360 108,943 134,340 21.3% 151,150

粗利/売上高 （％） 78.35 80.76 81.67 -- 80.58

当期利益 （百万USD） 28,944 46,751 69,380 54.8% 74,381

営利/売上高 （％） 24.82 34.66 42.18 -- 39.65

当期利益 （百万USD） 23,200 39,098 62,360 63.9% 66,219

希薄化後EPS （USD） 8.59 14.87 23.86 66.7% 26.13

引用：企業公表値、ブルームバーグ（Fはブルームバーグ予想値、青字はアナリストの計算による）
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直近業績：2025 年 1 月 29 日（米国時間）発表の 2024 年 12 月

期通期業績は、売上高が前年比 22％増の 1645 億 USD、営業利益が

同 48％増の 693 億 USD、当期純利益が同 59％増の 623 億 USD と

なり、増収増益での好決算となった。4Q 単独では売上高が前年比 21％の

483 億 USD、最終利益が同 49％増の 208 億 USD で着地。 

セグメント別では、運営 SNS アプリケーション上での広告収入の高成長に

より、Family of Apps セグメント売上が前年比 19.1％増の 1623 億

USD、セグメント利益は同 42.9％増の 871 億 USD となった。メタバース関

連の VR 製品・サービスを営む Reality Labs の売上は対前年比横ばい、セ

グメント損失は 13.7％増の 177 億 USD の赤字となった。 

事業概況：好決算とともに広告事業に関連した KPI では良好な数値上昇

がみられた。SNS における日次平均アクティブユーザー数（DAP）は直近

24 年 12 月での実績で 3.35 億人と、前年同月比で 5％上昇した。広告

のユーザー画面表示頻度は４Q で前年同期比 6％増、通期では前年比

11％増加した。広告単価は４Q で前年同期比 14％増、通期では対前年

比 10％増加。広告収益における量と価格、それぞれに成長が確認された。 

AI への投資は継続しており、2024 年 12 月におけるサーバー・ネットワー

ク関連の固定資産残高は前年比 41％増の 683 億 USD（総額ベース）

となった。これに対して、2025 年通期において 600 から 650 億 USD の総

資本支出を見込む。これは 2024 年における資本支出の 2 倍に相当する。 

投資論点・リスク：同社は Google や Open AI とならび、生成 AI のモデ

ル開発を行ってきた企業の一つである。23 年 3 月に同社が発表した Llama

は Chat GPT や Gemini に並ぶ大規模言語モデルの一つとして注目されて

いる。中国発の DeepSeek 登場により、Llama が今後どのように性能をアッ

プデートしていくかが注目されている。 

同社は Llama を搭載した生成 AI サービス“Meta AI”をリリース。個人ユ

ーザーの動画や小規模ビジネスの広告作成などへの活用が期待されている

が、日本や EU 地域では利用不可となっている。各国のテック企業への規制

の動向が AI 投資の回収・採算性へ影響するだろう。 

 

予想配当（USD） 2.28

株価（USD） 704.87

実績 PER（倍） 47.40

予想 PER（倍） 27.02

時価総額（10億 USD） 1,785.9

企業価値（10億 USD） 1,757.9

3ヵ月平均売買代金（百万USD） 8,433

＊配当予想と予想PERはブルームバーグ、各数値は2/5日終値による

＊実績PERは過去12ヶ月累計EPSによる

会社概要

業績詳細（単位：百万USD）

①セグメント別業績 FY2022 FY2023 FY2024 CAGR

Family of Apps 売上 114,450 133,006 162,355 19.1%

うち広告売上 113,642 131,948 160,633 18.9%

Family of Apps 利益 42,661 62,871 87,109 42.9%

Reality Labs 売上 2,159 1,896 2,146 -0.3%

Reality Labs 損益 (13,717) (16,120) (17,729) 13.7%

②売上推移 FY2022 FY2023 FY2024 CAGR

米国・カナダ地域 50,150 52,888 63,207 12.3%

ヨーロッパ地域 26,681 31,210 38,361 19.9%

アジア太平洋地域 27,760 36,154 45,009 27.3%

その他地域 12,018 14,650 17,924 22.1%

③株式構造 FY2021 FY2022 FY2023 FY2024

クラスA株式発行数（百万株） 2,328 2,285 2,211 2,189

クラスB株式発行数（百万株） 413 402 350 345

％クラスB株式議決権 64.0 63.8 61.3 61.2

➃設備投資推移（BS/CF) FY2022 FY2023 FY2024 CAGR

BS有形固定資産（総額） 104,493 129,721 164,663 25.5%

↪うちサーバー・ネットワーク 34,330 46,838 68,397 41.2%

（減価償却費累計額） (24,975) (33,134) (43,317) 31.7%

BS有形固定資産（純額） 79,518 96,587 121,346 23.5%

CF有形固定資産支出（純額） 31,431 27,045 37,256 8.9%

⑤利益および還元額推移 FY2022 FY2023 FY2024 CAGR

当期純利益 23,200 39,098 62,360 64%

配当総額 -- -- 5,072 --

自社株買い（クラスA普通株） 27,956 19,774 30,125 4%

％還元総額/当期純利益 120.5 50.6 56.4 --

*CAGRは3ヵ年の年率平均複利成長率

(引用: 企業公表値にもとづく。青・水色字はアナリストの計算による）

2004年にマーク・ザッカーバーグ氏により設立されたソーシャルメディア企業。

2012年にナスダックにクラスＡ普通株式を上場。2022年に社名をメタ・プラット

フォームズへ変更。クラスA普通株式は一株1票の議決権を持つのに対して、ク

ラスB株式は一株10票の議決権を持つ。クラスB株式の主たる保有者である現

CEOマーク・ザッカーバーグ氏が議決権の過半数を有する。

運営するソーシャルメディアはFacebook、Instagram、Messengerであり、これ

らSNSにおける広告収入が主たる収益源である（Family of Apps）。メタ

バース技術を事業化したReality Labsは、VRヘッドウェアのMeta Questや

Ray-Ban Meta AI Glassなどのウェアラブル、AI関連ソフトウェアが収益源。
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（出所：Bloombergをもとにフィリップ証券作成）
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